
ルツェルンに思いを寄せて                       2025.4.16. 

ドイツの友人イネスさんは昨年もクリスマスに ”Orgeln 2025” を送ってくれました。オルガ

ン演奏の CD 付きの写真カレンダーです。モーツアルトの「オルガンは私の目と耳にはすべての

楽器の女王です」との言葉も裏表紙に記されています。美しいオルガンの写真を眺めつつ、その

オルガンの演奏を聞く喜びを味わっています。オルガンの音色の魅力は「余り有るかな」ですね。 

 

さて、４月のオルガンの曲目はブクステフーデのパッ

サカリアです。オルガン（左）の天井の絵には僧服を着て

いるような人物が描かれていて、ちょっと妙だなと思い

ました。ドイツ語を翻訳ソフトで読んで見ますと、このオ

ルガンはスイス・ルツェルンのイエズス教会のもので、フ

ランシスコ・ザビエルを記念して、1666 年から 1677 年

の間に建てられた教会でした。つまり、僧服の人物はザビ

エルだったのです。ザビエルはルツェルンの守護聖人と

されています。早速ネットで教会訪問をしてみました。 

この教会はルツェルン旧市街のロイス川沿いに立ち、ス

イスで最初の大きなバロック様式の教会です。アーチ型の

天井の大きな画（右）は、象、ヒトコブラクダ、馬、チータ

ー（聖人が福音を伝えた世界の地域を象徴）が引く馬車に乗ったザ

ビエルの姿です。ザビエルの手は燃える心臓の上に置かれ

ています。４月４日に神戸市立博物館で、ザビエル像を見

てきたばかりでしたので、不思議な偶然に驚きました。そ

れと同時に鮮やかに蘇る思い出があります。  

30 年ほど前にケルン・ボン日本語教会で働いておられた南牧師をお訪ねしました。この時、

教会員の石崎さんが旅程を設定して下さいました。私たちにオマケとしてスイス 2 泊をプレゼ

ントしてくださいました。ミュンヘンから鉄道でチューリッヒを経て、たどり着いたのがルツェ

ルンでした。何もかもこぢんまりとしたルツェルンの雰囲気にホッとしたものでした。 

 

カペル橋、城壁、ホフ教会、ライオン碑を回って眺めまし

た。日本史に最初に名を残した西洋人ザビエルを知りませ

んでしたので、教会の絵を見ることがなく、残念でした。  

始めての夫との海外旅行でしたので、ロイス川沿いのホテルで、ピラトゥス山を眺めながら、

ロマンチックな気分を味わいました。また、しゃぶしゃぶもどきのスイスの肉料理が終わった時、

このスープをどうするのかと聞いたところ、捨てると言います。お願いして、付け合せのライス

をスープの中に入れて、雑炊にして食べたのが、最高に美味となりました。ルツェルンを発ち、

アイガー、ユングフラウヨッホ、メンヒなどを眺め、更に山奥のミューレンへ。スイスの大自然

に感嘆し、人々の花々に囲まれた生活ぶり、素朴な雰囲気に和みました。当時は、PC もスマホ

もまだなく、電話料金が高くて、通信手段としての FAX の能力に驚いたものでした。 

4 月のオルガン・カレンダーでザビエルとルツェルンと若き日の私たちが繋がりました。 


